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IoPクラウド(SAWACHI)の整備の現状と今後の活用・発展

資料７　第８回高知県Next次世代型施設園芸農業に　　　　
　　　　　　関する産学官連携協議会（2021.8.17)　



1．使いやすく、様々な便利機能を備えたIoP営農サービスが開始（今年度中に1,500戸へ）
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２．農家の皆さんが直接活用＋営農・普及指導員の技術支援により着実に所得向上へ

 指導者画面-1（農家データ共有）  指導者画面-2 （データ加工）     
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３．試験研究､普及指導､行政･･どこからでも185戸の農家の詳細データを共有・連携
                                (出荷データ、気象データは1,500戸）
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現在１２社と連携
（農家の皆さんがどのメーカーの機器・センサー・アプリ等を使っていても

メーカー間を超えてデータ連携・共有ができるしくみが構築！！

さらに、県内企業含む6社がIoPクラウド連携型の製品を開発中



４．それぞれの農家さんのデータに基づくより詳細な情報をフィードバック
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県知事

データ利用への
同意を締結

個々の農家さん

※IoPクラウドに集積され 
 たビックデータを活用 
 し、さらなる研究開発
 や製品開発が進めるこ
 とができます。

５．最大の成果･･･地方自治体が中心となり､産学官連携により地域のDXを進めるモデル



　　　　　６.　データ等提供同意書の収集およびSAWACHIの利用普及スケジュール

R2年度　　　　　　　R3年度
1月　 2月　 3月　 4月　 5月　 6月　 7月　 8月　 9月　 10月　 11月　 12月

詳細データ
つなぎ込み
農家（180戸）

利用開始・営農改善へ

出荷データ･
微気象活用農家
（3,000戸）

準備

JAグループと準備 集荷場毎等で説明会
合意形成

データ利用開始・営農指導活用

農家毎に
説明と合意

データがあったら
もっと

おもしろい！

『経験と勘』
も大事

やけど･･･

目標：ＪＡと連携して、令和３年９月までに同意済みユーザー　７品目 １,500人 を目指す

環境データ等

出荷データ等

農家毎に説明と合意JAグループと準備 農家利用開始・営農改善へ連携テスト

出荷データ等

同意書締切　6/9

同意書締切　8/18
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連携テスト

IoPクラウド
(サワチ)利用 集荷場毎等で説明会

規約同意・利用申込み
アカウント
発行等

農家利用開始・営農改善へ



　　　　　７．IoPクラウド（SAWACHI）とデータ駆動型農業の今後の普及展開

学び教えあう場

分析
ツール

　　普及指導員
　　営農指導員

・BIツール等の活用
・データ分析･指導方法

　 高知県データ駆動型農業推進協議会（R3.5.11設立）

指導員への教育・研修 実証・普及指導体制の整備

先進的農業者

県 ハウス・機器メーカー等

大学JA　

１．データ駆動型農業を普及していくために、データ駆動型営農指導体制を構築

２．施設園芸　→　露地野菜、果樹、花き、水稲、茶農家さんも利用可能に！

３．若い世代にもアプローチ
　　　・農業大学校、農業担い手育成センターとも接続　⇔　農業者からも入れる体制
　　　・高知農業高校、幡多農業高校とも接続　⇔　学生も使える体制
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　　　　　８．IoPクラウド（SAWACHI）の構築と普及の課題

項目 現状 課題 今後の対応
1．DXへの意識改革
（関係者も農家も含めて）

・導入農家と非導入農家の技
術レベルの差が拡大
・環境制御？　IoP？等
　難しい、自分にはできない、
　コストがかかるのではといった　
　不安がある

・一戸一戸の農家に寄り添ったコン
サル、指導の徹底
・コスト面の評価も含めて、取り組
みのメリットPR・周知の徹底

・成功事例を多く作っていく
・農家さんから口コミで広がるよ
うに取り組む
・指導員の研修・スキルUP

2．データの共有や
第三者提供への理解

・システム上のセキュリテイ対策
は徹底できている
・個人情報の取扱い等含めて
法的なルール、県としての運用
体制を整備中

・データを共有・提供することによって、
これまで以上に農家の課題解決に
つながるメリットが必要
・大学や企業等にデータを提供する
ことに対して不安（他産地等への
技術漏洩に関する不安）

・データの共有による課題解決
等の成功事例づくりとそのPR
・大学や企業等への第三者提
供により生まれた研究成果や製
品の普及
・指導員等への情報セキュリティ
研修の徹底

3．機器やセンサー類
のつなぎ込み

・機器やセンサー類のハウスへの
設置とクラウドへのつなぎ込み、
およびクラウド側での認識・確
認が全て手作業

・より簡単に、即つながる機器類の
開発が必須
・クラウド側の管理コンソール機能
の整備も必要

・クラウドに安全に簡単につなが
る機器類の開発促進
・機器開発への支援体制や支
援事業の検討

4．IoPの最新研究成果
の実装

・画像解析AIによる花数、実
数カウントソフト実装
・北野先生の成果を実装検討
中

・様々な研究成果を、農家が活用
しやすい形でSAWACHIへの実装・
製品化が必要

・農家や関連企業のニーズ把
握とニーズに対応できる研究開
発の促進
・実証、検証の充実

5．クラウド運用・維持管
理やVerアップ経費の確
保

・内閣府交付金＋県費のみで
構築・運用

・受益者(JA、農家、企業、研究機
関等）から一定のご負担をいただ
く体制づくり

・関係団体と協議開始
・R９年度までに自走体制
構築 9


